


本
年
四
月
日
弁
連
の
「
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
視
察
団
」

に
参
加
し

ま
し
た
。

そ
の
際、

ハ

ー
バ
ー

ト
大
学
の
書
店
で、
『
P
r
ofes

si
o
n
al
 R
e
s
p
o
n
si
bili
t
y
』

（
専
門
職
責
任
）

と
い
う
本
を

購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の

教
科
書
そ
の
も
の
で
は
な
く、

簡
便
な
参
考
書
に
す
ぎ
な
い
よ

う
で
す
が、

そ
れ
で
も、

B
六

版
（
新
書
版
よ
り
少
し
大
き
い
）

で
優
に
五
0
0
頁
を
超
え
る
分

量
が
あ
り
ま
す。

ア
メ
リ
カ
で
は、

ど
の
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
で
も、

「
専
門
職
責

任」

が
履
修
す
べ
き
必
須
課
目

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
は
、

法
律
職
(
L
a
w
y
e
r)

の

使
命

ゃ、

法
律
職
が
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
う

際
に
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
体
系

的
に
論
争
的
に
実
例
に
基
づ
い

て
学
び
ま
す。

わ
が
国
で
は、

大
学
法
学
部

で
こ
れ
を
教
え
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
し、

司
法
研
修
所
で

も
民
事
・

刑
事
の
弁
護
科
目
で

弁
護
士
倫
理
に
僅
か
な
時
間
が

割
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。

日
米
の
こ
の
違
い
の
原
因
は

一

体
何
な
の

で
し
ょ

う
か
。

「
L
a
w
y
e
r
の

非
違
行
為
は
、

各
人
が
倫
理
・

道
徳
を
守
っ
て

行
動
し
さ
え
す
れ
ば
防
げ
る
も

の
だ
か
ら、

わ
ざ
わ
ざ
学
校
で

勉
強
す
る
ま
で
の
こ
と
は
な

い
」

と
か
、

「
L
a
w
y
e
r
の

使

命
や
価
値
観
は
個
々
人
に
よ
っ

て
全
部
異
な
る
か
ら、

所
詮
は

好
み
の
問
題
に
す
ぎ
ず、

教
え

る
意
味
が
な
い
」

と
い
っ
た
考

え
方
は、

ア
メ
リ
カ
で
も
昔
は

一

般
的
だ
っ
た
よ
う
で
す。

し

か
し、
専
門
職
倫
理
の
多
く
は、

道
徳
的
行
動
に
関
す
る
も
の
で

は
な
く、

専
門
職
業
上
の
行
為

規
範
な
の
で
す。

そ
れ
ら
は、

法
シ
ス
テ
ム
が

ど
の
よ
う
に
機
能
す
べ

き
か
、

法
律
職
が
法
シ
ス
テ
ム
の
中
で

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ

き
か
に
つ
い
て
の
法
律
職
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
反
映
し
て
い
ま

す
。

個
々
の
L
a
w
y
e
r
は
、

個

人
的
な
価
値
志
向
と
は
一

致
し

な
い
や
り
方
で
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
え
ま

す
し、

現
に、

ア
メ
リ
カ
で
少

坂

法
律
家
の
専
門
職
責
任
に
つ
い
て

和

夫

こ
の
本
で
は、

ま
ず、

法
律

職
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
性
が

論
じ
ら
れ
て
い
ま
す。

欧
米
で
は、

古
く
か
ら、

牧

師
・

医
師
・

弁
護
士
を
他
の
職

業
と
区
別
し
て、

プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ン
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
特
徴
は、

営
利
を
目
的
と

し
な
い
自
由
独
立
の
専
門
家
集

団
で
あ
る

点
に

求
め
ら
れ
ま

す。

因
み
に、

中
坊
公
平
氏
は、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
が
営
利
を

追
求
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
に

つ
き、

こ
れ
ら
は、

い
ず
れ
も

人
の
不
幸
を
扱
う
仕
事
だ
か
ら

（
牧
師
が
人
の
死、

医
師
が
人

の
病
気、

弁
護
士
が
人
の
ト
ラ

ブ
ル
）
、

そ
れ
を
金
儲
け
の

手

段
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

な
か
ら
ぬ
弁
護
士
が
専
門
職
倫

理
違
反
に
問
わ
れ
た
り、

ロ
ー

ス
ク
ー
ル
の
学
生
が
こ
の
科
目

の
試
験
に
落
ち
た
り
す
る
事
実

は、

こ
れ
が
自
明
の
こ
と
で
は

な
く
学
習
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す。

こ
と
な
の
だ
と
喝
破
さ
れ
て
い

ま
す。近

年、

法
律
職
に
対
す
る
批

判
・

懸
念
の
焦
点
は、

プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
希
薄
化
す
な

わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス

化
の

問
題
で

す。

ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
が

弁
護
士
の
商
業
広
告
の
自
由
を

認
め、

反
ト
ラ
ス
ト
法
の
専
門

職
除
外
条
項
の
効
力
を
否
定
し

た
こ
と
や、

法
律
職
の
数
の
増

加
に
よ
る
出
身
階
層
の
多
様
化

が
弁
護
士
の
商
業
主
義
化
を
促

進
し
ま
し
た
。

オ
コ
ナ
ー
最
高
裁
判
事
は、

少
数
意
見
の
中
で
こ
の
傾
向
を

嘆
き、

「
法
律
職
の

目
的
は
社

会
へ
の
奉
仕
で
あ
り、

そ
の
た

め
に
法
律
職
に
は
高
度
の
職
業

倫
理
を
要
求
す
べ

き
で
あ
る
。

そ
う
し
な
い
と
、

法
律
職
は
、

そ
の
専
門
的
能
力
を
濫
用
し
て

法
制
度
や
依
頼
者
の
犠
牲
に
お

い
て
私
利
私
欲
に
走
る
危
険
が

あ
る
。

依
頼
者
が
自
動
車
を
買

う
よ
う
に
法
律
職
を
選
ぶ
こ
と

は
不
可
能
だ
か
ら、

市
場
原
理

に
委
ね
る
こ
と
は
相
当
で
は
な

い
」

と
し
て、

前
記
の
最
高
裁
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祇
州
（
ヘ
ヘ
ー
ス
の
問，
冒

目
冷ー一
い�
ー
3
コ
メ
ン
ト
ロ

を
紹
介
し
ま
す。

工
法
律
職
の
構
造
，
範
囲
。

監
督

・
注
門
凰
i五
刈
す
る一
鉛
0
了

し

一

「
専
門
職
青
圧」
の
―

?J
 

内
容

一

依
頼
者、

手
方

白、

司
法
C,

で
効
乎
的
な
迅
怜畠デ
り
い
巧
し

ろ
な
価
値
か
ぶ
つ
か
灼＇
合
う
場

印
て、
こ
れ
ら
吃
翡
撃
し
バ
ラ

ン
フ，！とし，＇了、
に
め
に、

注，，
i・
内

門
闘
詞
Ii
か
人
き
な
役
訓
A2
11
↑

た
ナ
い
テ‘
b
し

判
決
の
多
数
應
い
に
反
対
し
ま

し
ヤ，

+[-
し，
；
い

聖
職
者
や
乳・
干

が
宏�い
い

い仰
に
基
づ
い
一J

的
サ
ー
ピ
ス
を＇
八
々
に
悩
供
し

て
い
た
中
机
の
片
な
ら
い
さ
知

ら
す、

今
iJ
い
弁
『取
1
は、

夫

的
ザ19�
し
人
の
対
価
で
か
[t

生
畔口」こ＇い，．‘1,Ido
け
れ
ば
介
い、↓ふ

い
の
で、

利
己
的
伎
糸
を
全
く

〈17
定
し
去
る
こ
と
は
滉
丈
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん

POPl]
 

る
義
務

英
米
の
附
史
ー

凶
悪
な
犯

\

4
 

〖

L.
n
ー

メ
ー
ジ

・
専
門
職',I
i

法
律
職
0
J
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ン
性
を
高
い3
:／
だ
人ク
に、
A
B

八
（
ア
メ
リ
カ
法
曲
励へぷ）
か

訓
疋
し
た
倫
岬
規
範
か
址
晶：
と

さ
れ
て
い
t
す。

・
弁
護
十〈文
□

乃閏

・
人
会
ど
m
i
；
止
準
と
手
続

も
内
門
能
力
の
確
似ーー
心
門

的
川
紬
・
弁
護
過
よ
も
紺
紐

柏
払
ithH
教
育
。
非
弁
晶
t
訊

動
の
総
’
j

②
リ
ー
ガ

エい
）＇
い．9-
ス
を

司
用
し
や
す
く

する

義
努

も
貧
打
を
代
理
す
る
義
楕

刑
れ
に
つ
い
て
は、

政
府
か

資
金
を
出
l-JIL
乃←
し
た
刑
事

専
門
の
公
戊`
j＇,
!」
は
私
設
弁
護

事
務
所
の
r

い
1
心
士
が
当
た

る/
か
恥
則
て
す。

以
川
に
つ
い
て
は、

砥
畠
か

あ
り
ま
す
い、

汗‘i
の
無
償
サ

ー
ビ
ス
（
プ
Iilー
＇）
が
焚
励

さ
れ
て
い，
I

�

炉

tiヘパ
の
嫌
わ
れ
者

を
代
理
＆

の

た
弁
護

人
か
依
頼
者
をバ
い

ハ
函砿
ヘ

の
止
命
対
象
か
い
li
廿
\3
れ、

入7.
又Ur
的
に
も
社
会
的
し
も
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
例
か
幾

つ
も
報
店
さ
れ
て
い
ま
す
か、＞

そ
且
て
も、

弁
護
を
受
げ
る
柘

利
か
憲
法
上
の
忙
利一．
j、
あ
る
以

,．,＇

こ
う
い
う
八
辻
f
，も
弁
護

す
る
義
務
か
弁
護
t
に
は
あ
る

の
で
ナぃ

・
公
設
法
行
事
務
所
・
リ
ー
ガ

バ
ク
リ
ニ
ッ
ケ
・
公‘｛�
的
活

動

弁
護
士
紹
介
ン
ス
ロ
ム
・

そ
の
他
り
ぺ几
源

盃J
It
e
JFJ
惰

所
払
往
寡
119仏
律
に
詳
し
い
受

刑
者
さ
非
仏
往
家）

丁
件
勧
誘
•
"
に
乃
いll

31汗
護
士
と
依
頼
者
こ
の
関
係

，
ゎ
密
保
痔

•
利
古
相
反

・
弁＂
ポ区
L
恨
酬

心
要
的
辞
任、

11
畠
伯
辞
任

八、
正
な
裁
判
と
灼
情｝
口
自
由[

゜
机
察
官
と
し
て
口
冗
晶
士

・
助
言
者、

交
渉
者
と
し
て
の

弁
護
K

・
企
業
や
恥
附
の
波
Ill
者
と
し

□
の
弁
護
士

•
A
D
R
に
お
け
る
中
吃
者
と

し-し]、口
弁
護
士

な
贔
刊
白
と
し
て
の
介，
れ〗し
L

。
公
且
1
指
導
者
と
止
改
i[＇

因，

と
し
て
の
弁
ぷ〗
L

・
弁
護
じ
と
灯
広
機
関

＂
職
業
内手JH
任
と
佃
人
内』国へ
壬

わ
が
国
の
打
脊〗
し
会
内
に

は、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー

几
か
山
，，
企
業
に
奉
什
す
ハ，
二月

＂
心
ー↓
召，
兵
成
す
る
他、
川
を
い

い

わ
か
囚
弁
箪
望
ぷ仏
第

条

の
規
定
す
る
―
ー八
杵
擁
護
と
社

会
正
義
の
文
現ー
と
い
う
弁
護

rー
の
位〈叩
な
ど
は
軽
胄
＼
；口
了
j

ぃ;/）
（
又
は
な
い
か
lし

ニ
バべ

化
こ
ししー／
疑
間
が
あ
7'C
よ
[i
l

感
じ
ら
れ
ま
芍
r

し
か
し、
ホ
ス
ト
ン
視
察
旅

[
1
て、

し
ず
し
も
そ
う
ロ
パ
汀

い
l」
口
以心
触
を
得
た
の
ii\

fぃ

l
f／
げ
又
は
な
か
っ
た＇よ
う
已
ー

た。
ア
メ
リ
カ
の
仏
rHfll
を
目
指

す
学
生
の
か
ば
り
の
部
分
は、

公
t
1
刈
益
に
側
か
る
仕
れ
こ

仇
い
い
人
い
と
思
っ
て
い
る
よ

汀人
上
!1
 

う
で
す
し、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ロ

ー
ス
ケ
ー
ル
ロ
さ
え、

公
共
部

門
へ
の
汎
囁
又
扱
を
す
る
罰，11．

が
あ
打
王`9，
;」)

公
設
弁
苧了八

事
務
所
に
は、

↑
川
か
ら
多
く

の
応
蒻
者
か
あ
っ
て
競
h
率
が

卦
栴｝
ご
直
い
そ
う
て
す
0

収
人

が
普
団
。
ロ
ー
ブ
ァ
ー
ム
勒
仔

に
比
べ
ご、

分
の
一
程
呼戸
5

の
に
で
す。
ま
た、

貧
囚
者
の

た
め
の
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
け、

人

ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
も
競
っ
て
参
加

し
て
い
る
1→:
)
C、
そ
う
で
汀

い
と、

叶
二
的
評
価
が
落
ヤ‘'J

だ
げ
で
な
く、

優
俎
な
惇
牛
も

応
咋
し
て
く
れ
な
い
と
の
こ
と

で
し
た。

こ
C
よ
う

況
象
は、

専
門
闘
占
□」
を
ロ
ー
ス
ク
ー
巾

で
力
ぐ
人
ポ
叉
枚
育
し
て
い
い

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う

に
息
わ
れ
ま
す。
14
」（□
四
年

に
発ロJLー
／、ゾ
わ
か
国
の
ロ
ー
ス

ク
ー
凡
て
し、

知
識
と
か
技
術

に
偏
lい9‘te,、、

い
谷
の
豊
か
だ
k

務
的
理
論
教
育
か
行
わ
れ
る
こ

と
か
屯
ま
れ
ま
す。
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成
年
後
見
制
度
が
施
行
さ
れ

て
約
八
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た。

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
前

に、

従
来
か
ら
あ
っ
た
「
禁
治

産」

と
か
「
準
禁
治
産」

の
制

度
は、

今
か
ら
一

0
0
年
以
上

も
前
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で、

あ
ま
り
に
も
問
題
点
が
多
く、

充
分
に
本
来
の
機
能
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
制
度
は、

判
断

力
が
不
十
分
な
方
に
つ
い
て
、

禁
治
産
と
か
準
禁
治
産
の
宣
告

を
し、

後
見
人
や
保
佐
人
を
選

任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
護

し
よ
う
と
す
る
制
度
で
し
た
が、

第
一

に、

こ
の
二
つ
の
類
型
だ

け
で
は、

本
来
判
断
能
力
や
保

護
の
必
要
性
の
程
度
に
多
種
多

様
の
差
が
あ
る
こ
と
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
、

第
二
に、

対
象

成
年
後
見
制
度
と
は
ロ

に
な
る
方
の
残
存
能
力
の
活
用

と
い
う
視
点
を
欠
い
て
い
る
こ

と
、

第
三
に、

権
利
行
使
の
制

限
に
重
点
が
お
か
れ、

高
齢
化

社
会
へ
の
積
極
的
対
応
や
障
害

者
福
祉
の
視
点
が
弱
い
こ
と
な

ど
の
欠
点
が
目
立
ち
ま
し
た
。

今
回
の
制
度
は、

自
己
決
定

の
尊
重、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
等
の
理
念
に
基
づ
い
て
導

入
さ
れ
た
も
の
で、

軽
度
の
精

神
上
の
障
害
に
よ
り
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
に
対
す
る
「
補

助
」、

精
神
上
の
障
害
に
よ
り

判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
な

方
に
対
す
る
「
保
佐
」、

そ
し

て
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
判
断

能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
方
に

対
す
る
「
後
見
」

の一
二
つ
の
類

型
に
わ
か
れ
て
い
ま
す。

ま
た、

本
人
が
判
断
能
力
に

問
題
が
な
い
段
階
で、

将
来
判

断
能
力
が
な
く
な
っ
た
場
合
の

尾

藤

廣

「
成
年
後
見」

制
度

施
行
の
あ
と
で

喜

新
制
度
の
問
題
点
口

後
見
に
つ
い
て
予
め
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
任
意
後
見
」

の

制
度
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に、

宣
告
を
戸
籍
に
記

載
す
る
制
度
を
改
め、

公
示
す

る
制
度
と
し
て
「
成
年
後
見
登

記
制
度」
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、

成
年
後
見
の
開
始
の
申
立
て
に

つ
い
て
、

本
人、

配
偶
者
や
四

親
等
以
内
の
親
族
な
ど
の
ほ
か

に
市
長
村
長
に
申
立
権
が
新
た

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
、

法
人
や

複
数
人
が
成
年
後
見
人
に
な
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
す。

こ
の
よ
う
に、

大
き
な
期
待

を
担
っ
て
登
場
し
た
「
成
年
後

見
制
度
」

で
す
が
、

現
実
に
運

用
さ
れ
る
に
従
っ
て、

問
題
点

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず、

利
用
さ
れ
る
方
が
、

当
初
の
期
待
ほ
ど
多
く
な
い
こ

と
で
す。
従
前
の
制
度
に
比
べ
、

ず
い
ぶ
ん
使
い
勝
手
が
良
く
な

っ
た
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
制
度

が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
そ

の

大
き
な
原
因
だ
と
思
い
ま

す。
し
か
し
、

福
祉
の
制
度
が

「
措
置」

か
ら
「
契
約」

に
変
わ

り、

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
る
中
で、

誰
も
が
主
人
公
と

し
て
契
約
の
主
体
と
な
る
た
め

に
は、

こ
の
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
は

ず
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず、

こ
の
制
度
の
利
用
者
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
は、

制
度
が
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
の
ほ
か
に、

申
立
て
手
続
き
に
か
か
る
費
用

が
低
所
得
者
に
と
っ
て
は
高
額

で
あ
る
こ
と
、

宣
告
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
制
度
の

利
用
を
妨
げ
る
要
因
が
少
な
く

な
い
こ
と
も
無
視
で
き
ま
せ
ん。

ま
た、

注
目
さ
れ
る
市
町
村

長
の
申
立
て
も、

予
算
が
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て、

積

極
的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す。

そ
し
て、

何
よ
り
も
問
題
な

の
は、

日
常
生
活
の
介
護
や
援

助
な
ど
の
福
祉
的
な
要
求
に
こ

の
制
度
が
ま
だ
ま
だ
対
応
で
き

る
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
点
が

あ
り
ま
す。

ま
ず、

第
一

に、

手
続
き
費

用
の
低
額
化
と
簡
素
化
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。

加
え
て、

低
所
得
者
に
つ
い
て
は、

財
政

的
な
援
助
が
必
要
で
す。

第
二
に、

他
の
制
度、

特
に

福
祉
制
度
と
の
連
携
で
す。

成

年
後
見
制
度
が
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業、

介
護
保
険、

生
活

保
護、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
な
ど
他

の
福
祉
制
度
と
有
機
的
に
結
び

つ
か
な
け
れ
ば、

自
己
決
定
の

尊
重、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
等
の
理
念
を
実
現
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

第
三
に、

制
度
の
広
報
の
充

実
と
地
域
で
の
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
の
創
設
で
す。

京
都
で
は、

今
年、

弁
護
士

会、

司
法
書
士
会、

社
会
福
祉

士
会
の
連
携
で、

地
域
の
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で

す
。

せ
っ
か
く
作
ら
れ
た
制
度

で
す。

本
当
に
社
会
的
弱
者
に

役
立
つ
制
度
に
な
る
よ
う
大
き

く
育
て
た
い
も
の
で
す。

制
度
改
革
の
た
め
に
ロ
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昨
年
秋
に
K
B
S
京
都
の
司

法
特
別
番
組
の
取
材
の
た
め
、

ひ
げ
の
近
藤
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

ハ

ワ
イ
州
に
調
査
に
行
き
ま
し

た
。

近
藤
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
カ

メ
ラ
を
持
ち、

僕
が
マ
イ
ク
を

も
っ

て
ハ

ワ
イ
の
司
法

実
情
を
収
録
す
る
と
い

う
何
と
も
頼
り
な
い
、

弥
次
喜
多
珍
道
中
で
し

た
。

珍
道
中
の
中
身
は

情
け
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
読
者
の
興
味
に
応

え
た
い
の
は
山
々
で
す

が、

こ
こ
で
は
真
面
目

な

報
告
と
い

た
し
ま

す。ハ

ワ
イ
の
司
法
実
情

の
中
で
は
二
つ
の
こ
と

を
調
査
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

―

つ
目
は、

日
本
で

近
藤
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
君

も
裁
判
員
制
度
が
数
年
の
う
ち

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、

陪
審
裁
判
の
実
情、

特
に

陪
審
員
選
定
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か、

二
つ
目
は、

市
民

に
対
す
る
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
提

ハ

ワ

イ

の

司

法

事

情

公
設
弁
護
人
ハ
ワ
イ
州
事
務
所

供
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
す。

今
回
は、

二
つ
目
の
点
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す。

調
査
に
あ

た
っ

て
は、

ハ

ワ
イ
大
学
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
学
生
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・

ス
チ
ュ

ア
ー
ト
君
に
通
訳

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

刑
事
事
件
の
被
告
人
の
う
ち

貧
困
を
理
由
に
弁
護
士
を
依
頼

で
き
な
い
人
の
た
め
に
刑
事
弁

護
活
動
を
す
る
の
が
公
設
弁
護

人
事
務
所
で
す。

ハ

ワ
イ
州
全
体
で、

九
五
人

の
弁
護
士
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働

い
て
い
ま
す。

僕
が
訪
問
し
た

ホ
ノ
ル
ル
事
務
所
に
は、

六
七

人
の
弁
護
士
が
い
ま
す。

所
長

一

人、

重
罪
担
当
三
六
人、

軽

山

崎

浩

罪
担
当
―

二
人、

少
年
事
件
と

家
庭
内
暴
力
（
家
裁
事
件）

担

当
九
人、

控
訴
事
件
担
当
九
人

で
す。

一

九
九
九
年
の
一

年
間
の
取
り

扱
い

事
件
は
次
の
と
お
り
で

す。

五
一

0
0
件
の
重
罪

二
三
六
0
0
件
の
軽
罪

八
0
0
0
件
の
家
裁
事
件

二
三
0
0
件
の
仮
釈
放
事
件

一

三
五
0
件
の
控
訴
事
件

年
間
予
算
は、

七
0
0
万
ド

ル
（
八
億
四
0
0
0
万
円）

で、

ス
タ
ッ
フ
の
給
料、

専
門
家
証

人
の
費
用、

調
査
官
の
費
用
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す。

公
設
弁
護
人
の
給
料
は、

通

常
の

弁
護
士
よ
り
安
い
の
で
、

果
た
し
て
公
設
弁
護
人
の
希
望

者
が
い
る
の
か
と
質
問
し
た
と

こ
ろ、

求
人
よ
り
希
望
者
の
方

が
多
い
と
の
こ
と
で
す。

応
募

の
動
機
は、

公
共
へ
の
奉
仕
の

精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

と、
若
い
弁
護
士
に
と
っ

て
は、

通
常
は
す
ぐ
に
法
廷
に
立
つ

機

会
は
な
い
の
で
す
が、

公
設
弁

リ
ー
ガ
ル
エ

イ
ド

ソ
サ
イ
エ

テ
ィ

ー

護
士
に
な
れ
ば、

す
ぐ
に
法
廷

に
立
つ
の
で
法
廷
技
術
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
点
が
あ
り

ま
す。

こ
こ
は、
一

九
五
0
年
か
ら

貧
困
者
へ
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
た
組
織
で
す。

そ
の
使
命
は、

次
の
点
に
あ

り
ま
す

ー、

地
域
に
根
ざ
し
た
非
営
利

の
法
律
事
務
所
と
な
る。

2、

高
い
質
の
弁
護、

立
法
や

社
会
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
働
き
か

け、

地
域
社
会
へ
の
教
育
な

ど
を
通
じ
て
低
所
得
者、

社

会
的
弱
者
や
家
族
を
守
る。

活
動
は
大
き
く
言
う
と
4
つ

の
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す。

ス
テ
ッ
プ
4

・

将
来
を
良
く
す
る
（
政
策
形

成
訴
訟）

ス
テ
ッ
プ
3

•

自
ら
弁
護
で
き
な
い
人
の
代

理
活
動

ス
テ
ッ
プ
2

-6-



•
自
立
生
活
か
出
来
な
い
人
へ

の
援
助

ス
テ
ッ
プ
ー

。
多
数
者
を
援
助
し、

司
法
へ

ア
ク
セ
ス
採
障

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
一
八
名

の
弁
設
t
か
所
属
し、
一
、
ニ

名
を
除
き
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い

て
い
ま
す。

五
名
の
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
と

J

五
名
の
一
般
ス
タ
ッ
フ
か
い

ま
す
が、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

話
相
談）
は
契
約
社
員

し
て
い
ま
す。

予
算
は、

連
邦
と
州

か
ら
五
0
％
す
つ
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
か、
几

年
煎
に
平
分
に
カ
ッ
ト

さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
0

こ
れ
ま
て
も―
詞

カ
ッ
ト
さ
れ
た
時
期
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
（
ニ

ク
ソ
ン、

レ
ー
ガ
ン、

ギ
ン
グ
リ
ッ
ジ
時
代）。

最
近
は、

政
治
的
要
因

に
左
布
さ
れ
な
い
独
立

し
た
組
織
に
す
る
た
め

に、
;.
0
以
上
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
り、

独
自

リ
ー
カ
ル
エ
イ
ト
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
会
長
を
囲
ん
で

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
リ
ー
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
て

財
源
と
し
て
い
ま
す。

サ
ー
ヒ
ス
の
内
容
は
様
々
で

す
か、

中
で
も、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
は
注
目
に
値
し
ま
す。

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
か
対
応
し
ま
す。
ハ
ワ
イ
州

の
八
島
か
ら
4＾
四
時
間
対
応

公
夜
間
は
留
守
屯〗
で、

契
約

社
員
と
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
と
弁
護

L
か
対
応
し
ま
す。

相
談
類
刑

に
応
じ
て
：
パ〗
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
用
怠
さ
れ
て
い
ま
す。

感
心
し
た
の
は、

相
談
に
応

じ
て
終
わ
り
と
い
う
の
で
は
な

く、

本
人
か
自
分
て
処
則
て
き

る
よ
う
指
導
し、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
す
る
し
く
み
か
で
き
て
い
る

こ
と
で
す。

最
終
の
結
果
ま
て

見
届
け
る
と
こ
ろ
ま
で
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
る。
こ
れ
が
心
の
こ

も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
と
感
じ
ま

し
た。

�
 
．
．

 

��

�

し

�
�
�

；
�
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
c

リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス

．�
 ．．
 
��

�����
：���．�

一
九
八一
年
か
ら
貧
困
者
や

法
的
サ
ー
ヒ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
無
憤
で

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま

り
ま
し
た。

も
と
も
と
弁
護
t

会
の
サら
�
組
織
か
始
め
た
も
の

で、

最
初
は
：
人
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
始
ま
り、

今
は

四
人
の

ス
タ
ッ
フ
と
援
助
旦
四：こ
名
と

八
0
0
人
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
弁
護
じ
か
い
ま
す。

過
去
1

パ

0年
間
で一
o
jj
人

以
L
の
人
に
無
償
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
き
ま
し
た。

あ
ら
ゆ
る
法
的
間
迎
が
対
象

�
・ー

！

�

；

．�

感

想

�;：�

�：�
 

で
す
か、
女
性
暴
力
へ
の
暴
力、

ホ
ー
ム
レ
ス
ヘ
の
住
居
の
提

供、

子
と
も
の
保
設、

地
域
で

の
無
料
汰
律
相
談
な
と
を
行
っ

て
い
ま
す。

八
0
0
人
の
弁
護
t
か
自
分

の
得
音心
分
野
に
つ
い
て
登
録

し、

本
部
か
ら
の
依
頼
に
応
し

て
対
応
し
て
い
ま
す。

完
全

に
無
信
の
サ
ー
ビ
ス
で
す。

例
え
ば、

ホ
ー
ム
レ
ス

の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
毎
月
行

き、

サ
ー
ピ
ス
す
る
弁
護

上
も
い
る
と
の
こ
と
で
す。

こ
の
よ
う
な
怠
欲
の
あ
る

弁
護
上
を
ス
タ
ッ
フ
に
使

用
す
る
た
め
の
L
夫
を
尋

ね
た
と
こ
ろ、

ロ
ー
ス
ク

ー
ル
て
教
有
し
て、

意
欲

の
あ
る
学
生
を
リ
ク
ル
ー

ト
し
て
い
る
と
の
こ
と
て

し
た。ハ

ワ
イ
で
は、

市
民
に

法
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
様
々
な
組
織
か

社
会
の
要
求
に
応
じ
て
網

の
日
の
よ
う
に
で
き
て
い
ま

す。

各
団
体
と
も、

財
政
問
題

て
苫
労
し
な
か
ら
も、

弁
護
士

の
意
欲
に
支
え
ら
れ、

地
道
な

活
動
を
し
て
い
ま
す。

こ
れ
か、

法
化
社
会
に
と
っ

て
は
必
要
不
nJ
欠
な
の
た
な
あ

と
感
じ
ま
し
た。
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サ
ー
ビ
サ
ー
法

i
 l

 

ー
し
"
-

0
"
 
．．
 

債
権
管
理
回
収
業
に

・"”―
 

．．
 
ー・＂。0"

 ぎ

関
す
る
特
別
措
置
法
の

"
-g

略
称
で
す。

こ
の
法
律

•

』

"―-

の
一
部
改
正
が、

本
年

ぞi. 『

5

.

5

`
 

二

六
月
二
0
日
に
公
布
さ

g
i

れ、

九
月一
日
か
ら
施

i
i
 

『
i

行
さ
れ
て
い
ま
す。

＂

』ギ

こ
の
法
律
は、

債
権

•

3
 

。
"笠

回
収
会
社
（「
サ
ー
ビ

サ
ー」
と
い
い
ま
す）
の
行
う

こ
と
が
で
き
る
業
務
の
内
容
と

そ
の
行
為
規
制
を
定
め
て
い
る

法
律
で
す
が、
今
回
の
改
正
は、

①
サ
ー
ビ
サ
ー
の
取
り
扱
え
る

債
権
の
範
囲
を、

従
来
認
め
て

い
た
範
囲
よ
り
拡
大
し
た
こ

と。

例
え
ば、

貸
金
業
法
上
の

登
録
貸
金
業
者
が
持
っ
て
い
る

貸
金
債
権
全
般
を
加
え
た
り、

ク
レ
ジ
ッ
ト
債
権
の
範
囲
を
拡

大
し
た
り、
「
資
産
の
流
動
化

に
関
す
る
法
律」
(
S
P
C
法）

に
定
め
る
金
銭
債
権
を
加
え
る

等
し
た
こ
と。

②
サ
ー
ビ
サ
ー

に
対
す
る
業
務
規
制
の
見
直
し

を
行
い、

利
息
制
限
法
の
制
限

額
を
超
え
る
利
息
ま
た
は
賠
償

代

額
の
支
払
い
の
約
束
が
さ
れ
て

い
る
債
権
に
つ
い
て、

制
限
利

息
に
引
き
直
せ
ば、

元
本
及
び

利
息
と
も
請
求
で
き
る
こ
と
に

し
た
こ
と。

＼

こ
れ
ら
は、
サ
ー
ビ
サ
ー
法

が、

平
成―
一
年
二
月一
日
に

施
行
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
法

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

近

時
の
不
況
を
反
映
し
て、

平
成

―
二
年
末
の
対
象
四一
社
の
取

扱
債
権
額
が
約一
九
兆
円、

回

収
額
が
約
八一
0
0
億
円
と
順

調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら、

改
正
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す。

し
か
し、

回
収
請
求
さ
れ
る

側
か
ら
言
い
ま
す
と、
サ
ー
ビ

サ
ー
か
ら
の
請
求
に
つ
い
て、

利
息
制
限
法
に
定
め
ら
れ
た
適

法
利
息
に
引
直
す
こ
と
が
本
当

に
確
実
に
保
証
さ
れ
て
い
る
の

か、

回
収
業
務
の
行
き
過
ぎ
を

ど
う
防
止
す
る
の
か
な
ど
の
点

で、

大
き
な
不
安
が
あ
り、

弁

護
士
と
し
て
も、

違
法
不
当
な

回
収
業
務
が
横
行
す
る咄
こ
と
の

な
い
よ
う
監
視
を
強
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す。

........................................................................................... 
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